
(株)山正四日市営業所10月度安全協議会
【10月18日開催】

工事現場では近隣住民や歩行者などの第三者への安全配慮がとても大切です。

その第三者災害対策として仮囲いを設置しなければいけません。

山正が仮囲いを設置する時は、もちろん仮囲いがないため、特に安全に配慮しなければ

なりません。

今月の協議会では、安全配慮の為にどのようなことに気を付けなければならないかを

皆で話し合い、確認しました。

材料が現場の外に出ないように気をつけたり、カラーコーン等を使い注意喚起をしたり

するなどして、少しでも安全作業ができるように心がけていきます。

また仮設物があるため、普段は起こらないような危険が潜んでいることも話合いました。

道路や側溝を養生するために現場の外に鉄板を敷いたさいに段差ができたり、

強風によりゲートがふくらみ歩行者に当たるなどの危険があります。

そういった危険を減らすためにどういった施工をすればよいのかを話し合いました。

第三者災害の対策について

次回の協議会は11月15日(木)です


